
 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

  

1 火 全校朝会

2 水 スキルアップタイム　給食費集金日

3 木 全校読書 通学班会議・一斉下校

4 金 全校読書　教育相談日

5 土

6 日

7 月 特別日課

8 火 特別日課

9 水 特別日課

10 木 特別日課

11 金 特別日課

12 土

13 日

14 月 スキルアップタイム

15 火 美化デー

16 水 スキルアップタイム

17 木 全校読書　

18 金 彦糸タイム　給食終了

19 土

20 日

21 月 春分の日

22 火 表彰朝会　3時間授業

23 水 学級の時間　3時間授業

24 木 卒業証書授与式　1～5年臨時休業日

25 金 学級の時間　修了式　3時間授業　6年臨時休業日

26 土 学年末休業日

27 日

28 月

29 火

30 水

31 木

「 元気なあいさつ 明るい笑顔 」の 彦糸小 R４.３月号 
三郷市立彦糸小学校 
学校教育目標    

「きよく かしこく たくましく」 
    ○ 仲良く助け合う子  
     ○ 進んで学ぶ子  
      ○ 元気に運動する子 

令和４年３月１日発行 

３月１日現在の児童数 

１年生  ３４名   ２年生 ３５名  ３年生 ２２名 

４年生 ２２名  ５年生 ４１名  ６年生 ３２名 

あおぞら１８名                  合計 ２０４名 

春の訪れとともに 成長の喜びを 

                               校長 宮﨑 正子 

 
        今日から３月（弥生）、桃の花や菜の花が暖かい日差しに包まれる季節

となりました。夏目漱石や正岡子規、与謝蕪村が「菜の花」を詠む俳句
を作っていますが、ここでは、細見綾子さんの俳句を紹介します。 

 
『菜の花が しあはせさうに 黄色して』 

 
コロナ禍にあっても、子どもたちが元気よく校庭を走り回る姿を見たり、教室で静か

に読書をしたりしている姿を見たりしていると、彦糸小学校にも幸せな黄色い花が満ち
あふれているような気がします。 
さて、２月２０日に終了した北京オリンピックにおける日本選手の活躍、感動の競技

の様子などの報道が次々もたらされていました。金メダルは間違いなく素晴らしいもの
です。でも、私たちが感動するのは、それぞれの選手の努力、困難に負けずに頑張り続け
る姿ではないでしょうか。 
 スピードスケートの高木美帆さん、スノーボーダー平野歩夢さん、過去のオリンピッ
クでメダルを期待されながら取ることができずに、数々の挫折を味わってきた選手たち
です。それだけに、このオリンピックにかける思いは強く、自分自身の限界まで身体を鍛
え、練習を重ねてきました。だからこそ、見事に金メダルを胸にした姿が感動を生むのだ
と思います。 
新型コロナウイルス感染防止の中での学校生活でしたが、１年生の子どもたちは、日々

の生活をしっかりとこなすことができるようになりました。はつらつとした笑顔を見て
いると、入学当初のまだ分からないことや、できないことがたくさんあった頃の不安な
顔がまるで嘘のようです。２年生、３年生、４年生も進級を控え一段と逞しい姿を見せて
くれています。５年生はしっかりと上級生の姿を追いながら、自分たちの来年度の姿を
思い描いているようです。 
そして、３月２４日には、６年生が巣立ちの日を迎えます。卒業証書授与式の晴れ姿

も、苦しみを乗り越え頑張ってきたこと、粘り強く学習や運動に取り組んできたこと、友
達と力を合わせて活動してきたことなど、６年間の努力があったからこその姿です。 
それぞれが送ってきた６年間の積み重ねが今の子どもたちの成長につながっているのだ
と思うと、私たち教職員も改めて日々の教育活動を大切にしていかなければならないと、
身の引き締まる思いがいたします。子どもたちとともに卒業式・修了式に向けて、令和３
年度のまとめをしっかりと行ってまいります。 
 保護者の皆さまには、様々な場面で子どもたちを励まし支えてくだ 
さったことと思います。ありがとうございました。ご家庭でもこの１ 
年間を振り返り、お子さんの成長を一緒に喜んでいただけたらと思い 
ます。 
 
 
 
 地域の皆さまには、子どもたちの安全、学習、環境整備などにご支援ご協力をいただき
ましたことに心より感謝申し上げます。ありがとうございました。新年度も子どもたち
一人一人が安心して学ぶことができ、夢をもって笑顔があふれる彦糸小学校をめざして
まいります。 
 
 

学校評価は、自校の教育の成果を検証し、組織

的・継続的にその改善を資することを目的として

います。学校評価運営委員会（学校評議員、PTA

本部役員等）は、学校の自己評価をもとに評価し、

学校は次年度に向けて改善してまいります。裏面

に掲載しましたのでご覧ください。 

掲載している予定等につきましては現時点のもの
です。今後の状況により変更となる場合もありま
す。大きく変更のある場合はメール配信、ならび
にホームページにてお知らせしますのでご確認を
お願いいたします。 

今年度の貸出冊数、目標
の２４０００冊を１月
末で突破しました。現在
の所、２４３４２冊とな
っています。読書メータ
ーも、既に飛び出てしま
いました。彦糸小の子供
たちの読書の成果があ
らわれていますね！ 

喜 

三郷市プレゼ
ンテーション
コンテストで
６年代表児童
が、彦糸小学校
の読書活動に
ついて発表を
行いました。学
校では、クラス
全員で様子を
見守りました。 

２月１７日（木）
はギリシャ給食
でした。旗や横断
幕で盛り上げま
した。 

２月１日（火）、６
年生で陶芸教室を
行いました。先生
に教わりながら、
真剣に作品を仕上
げていました。 

 



  

1
学

校
は

、
児

童
・
生

徒
及

び
家

庭
・
地

域
の

実
情

を
踏
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学 力 向 上
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組 織 運 営 等 の 状 況

特 色 あ る 学 校
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が
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に
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学
校

研
修

課
題

で
あ

る
国

語
に

つ
い

て
研

究
授

業
を

中
心

に
一

丸
と

な
っ

て
取

り
組

ん
だ

。
学

力
向

上
に

向
け

「
振

り
返

り
チ

ェ
ッ

ク
1
0
」
を

活
用

の
上

、
教

職
員

間
で

授
業

参
観

を
行

う
と

と
も

に
、

学
力

向

上
推

進
委

員
会

を
中

心
に

方
策

を
探

っ
た

。

教
職

員
が

児
童

の
手

本
と

な
る

よ
う

、
言

葉
遣

い
を

中
心

と
し

た
言

動
に

気
を

付
け

、
指

導
を

続
け

て

い
る

。

学
力

向
上

推
進

委
員

会
を

組
織

し
、

教
員

同
士

の
授

業
参

観
を

積
極

的
に

行
っ

て
い

る
。

学
力

向
上

を
目

指
し

、
板

書
や

発
問

の

仕
方

な
ど

、
授

業
改

善
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

加
え

て
、

１
人

１
回

の
研

究
授

業
を

実
施

し
て

い
る

。
各

学
年

の
実

態
に

合
わ

せ
た

学
習

プ
リ

ン
ト

な
ど

を
使

用
し

た
り

、
導

入
や

振
り

返
り

の
工

夫
を

図
っ

た
り

し
て

い
る

。

栄
養

教
諭

等
に

よ
る

食
育

指
導

を
通

じ
、

食
事

の
マ

ナ
ー

や
偏

食
の

激
し

い
児

童
に

対
し

て
の

よ
り

よ
い

指
導

を
行

っ
て

い
き

た

い
。

加
え

て
、

保
護

者
に

も
給

食
や

食
育

に
つ

い
て

啓
発

を
図

る
必

要
が

あ
る

。
給

食
委

員
会

に
よ

る
残

菜
０

の
取

り
組

み
な

ど
、

児
童

が
バ

ラ
ン

ス
の

良
い

食
事

が
で

き
る

よ
う

工
夫

し
て

い
る

。

読
書

ウ
ィ

ー
ク

、
読

書
月

間
を

設
定

し
、

読
書

活
動

を
推

進
し

て
い

る
。

読
書

ビ
ン

ゴ
や

お
す

す
め

の

本
の

一
覧

表
、

シ
ー

ル
、

委
員

会
に

よ
る

イ
ベ

ン
ト
な

ど
興

味
が

わ
く
よ

う
な

取
り

組
み

を
実

施
し

て
い

る
。

年
間

貸
出

冊
数

２
４

０
０

０
冊

の
目

標
を

定
め

、
学

校
が

一
丸

と
な

っ
て

読
書

に
励

ん
で

い
る

。

健 康 ・ 体 力授 業 規 律 教 育 環 境

学
年

や
校

務
分

掌
ご

と
に

掲
示

場
所

が
決

め
ら

れ
、

掲
示

教
育

に
力

を
い

れ
て

い
る

。
美

化
デ

ー
や

環
境

委
員

会
の

取
り

組
み

に
よ

り
環

境
美

化
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

児
童

の
作

品
を

校
内

に
掲

示
し

た
り

、
「
も

て
す

ぴ
清

掃
」
を

推
進

し
た

り
す

る
な

ど
、

環
境

美
化

を
心

掛
け

て
い

る
。

№
質

　
問

　
項

　
目

評
価

項
目

教 育 目 標

倫
理

確
立

委
員

会
や

定
期

的
な

研
修

、
臨

時
的

な
職

集
を

行
い

、
服

務
規

律
を

見
直

す
機

会
を

作
っ

て
い

る
。

倫
理

確
立

委
員

会
の

実
施

な
ど

で
、

不
祥

事
が

他
人

事
で

は
な

く
、

常
に

身
の

回
り

で

起
こ

っ
て

い
る

と
再

確
認

で
き

る
場

が
設

け
ら

れ
て

い
る

。

読 書 の ま ち

三 郷

特
色

あ
る

学
校

づ
く
り

を
目

指
す

た
め

、
高

学
年

は
伝

統
文

化
（
和

太
鼓

、
三

味
線

、
大

正
琴

）
、

外

国
籍

児
童

が
多

く
在

籍
す

る
本

学
校

の
実

態
に

応
じ

て
ゲ

ツ
ス

タ
、

E
ス

タ
、

国
際

交
流

集
会

を
行

っ

て
い

る
。

外
国

語
の

掲
示

物
や

、
図

書
館

の
国

際
理

解
コ

ー
ナ

ー
な

ど
を

作
っ

て
い

る
。

礼 儀 正 し い 児 童 生 徒 の 育 成

児
童

の
自

己
有

用
感

を
持

た
せ

る
た

め
、

教
職

員
へ

の
指

導
を

通
じ

、
認

め
あ

え
る

学
級

づ
く
り

を
し

て
い

る
。

な
か

よ
し

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
、

定
期

的
に

振
り

返
り

を
行

っ
て

い
る

。
「
い

じ
め

撲
滅

宣
言

」

を
全

員
が

行
い

、
全

校
あ

げ
て

「
い

じ
め

を
し

な
い

」
「
い

じ
め

を
さ

せ
な

い
」
土

壌
づ

く
り

を
し

て
い

る
。

管

理
職

と
担

任
の

素
早

い
連

携
と

対
応

で
未

然
に

防
い

で
い

る
。

教
職

員
の

意
識

は
、

き
ち

ん
と

さ
せ

よ
う

と
す

る
方

向
に

向
い

て
い

る
。

休
み

時
間

や
放

課
後

、
登

下

校
時

な
ど

、
目

の
行

き
届

か
い

な
い

場
面

で
も

、
自

然
と

で
き

る
よ

う
に

、
指

導
を

継
続

し
て

い
く
。

業
前

運
動

や
彦

糸
タ

イ
ム

、
休

み
時

間
の

外
遊

び
な

ど
意

欲
的

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

日
々

指
導

し
て

い
る

。
コ

ロ
ナ

対
策

の
中

で
運

動
の

日
常

化
を

図
れ

る
よ

う
工

夫
し

た
。

本
人

の
み

な
ら

ず
家

庭
的

に
も

問
題

を
抱

え
る

児
童

に
つ

い
て

、
全

教
員

で
分

担
し

て
対

応
で

き
て

い
る

。
毎

月
生

徒
指

導
・
教

育
相

談
会

議
を

行
う

こ
と

で
、

教
職

員
で

共
通

理
解

を
図

り
、

組
織

的
に

対
応

を
し

て
い

る
。

不
登

校
・
問

題
行

動
に

つ
い

て
家

庭

訪
問

や
関

係
機

関
へ

の
相

談
を

行
う

こ
と

で
組

織
的

に
対

応
し

て
い

る
。

道
徳

の
授

業
だ

け
で

な
く

、
各

教
科

、
日

常
の

学
校

生
活

を
通

し
て

、
道

徳
的

な
判

断
、

心
情

を
育

成
し

て
い

る
。

学
校

行
事

等
で

は
、

道
徳

教
育

の
実

践
が

で
き

る
よ

う
事

前
指

導
、

事
後

指
導

を
行

っ
て

い
る

。
　

利
他

の
心

や
自

主
の

心
な

ど
を

育
む

こ
と

で
、

そ
れ

を
生

か
す

活
動

を
各

学
年

が
行

い
、

実
践

す
る

こ
と

が
で

き
て

い
る

。

考 え 議 論 す る

道 徳 の 推 進

教
育

相
談

日
を

設
け

、
保

護
者

と
共

通
理

解
を

図
っ

た
り

、
必

要
に

応
じ

て
Ｓ

Ｓ
Ｗ

、
Ｓ

Ｃ
な

ど
に

も
つ

な

げ
た

り
し

て
、

児
童

や
保

護
者

の
指

導
に

あ
た

っ
て

い
る

。
問

題
行

動
が

あ
っ

た
児

童
や

欠
席

児
童

の

保
護

者
へ

の
連

絡
を

密
に

行
い

、
予

防
的

指
導

に
力

を
入

れ
て

い
る

。

３
～

６
年

生
の

有
志

で
結

成
し

た
「
あ

い
さ

つ
隊

」
を

中
心

に
、

朝
の

あ
い

さ
つ

運
動

を
行

っ
て

い
る

。
小

中
合

同
あ

い
さ

つ
運

動
を

実
施

し
て

い
る

。
「
自

ら
進

ん
で

」
あ

い
さ

つ
が

で
き

る
よ

う
、

継
続

し
て

指
導

が
必

要
で

あ
る

。

ス
ク

ー
ル

ガ
ー

ド
や

読
み

聞
か

せ
な

ど
多

く
の

地
域

の
方

に
安

全
面

や
学

習
面

で
協

力
い

た
だ

い
て

い

る
。

ま
た

、
旗

振
り

、
給

食
集

金
な

ど
保

護
者

の
方

に
協

力
い

た
だ

い
て

い
る

。
今

年
度

は
感

染
防

止

対
策

の
た

め
、

多
く
の

取
り

組
み

が
自

粛
と

な
っ

た
。

令
和

3
年

度
　

　
学

校
評

価
報

告
書

　
　

　
三

郷
市

立
彦

糸
小

学
校

  
  

行
事

等
の

反
省

を
生

か
し

、
次

年
度

に
向

け
て

改
善

し
て

い
る

。
ま

た
、

改
善

さ
せ

る
ポ

イ
ン

ト
を

絞

り
、

各
部

会
を

中
心

に
方

策
を

と
る

こ
と

が
で

き
て

い
る

。
今

年
度

も
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
、

学
校

活
動

全
般

に
お

い
て

臨
機

応
変

な
対

応
を

行
っ

て
き

た
。

学
校

自
己

評
価

結
果

学
校

関
係

者
評

価

結
果

管
理

職
が

中
心

と
な

っ
て

家
庭

・
地

域
の

実
態

に
あ

わ
せ

た
目

標
を

設
定

し
、

職
員

一
丸

と
な

っ
て

組

織
的

に
取

り
組

ん
で

い
る

。
担

任
間

で
話

し
合

い
な

が
ら

児
童

に
対

し
て

指
導

を
行

っ
て

い
る

。
共

通

理
解

し
、

共
通

行
動

を
行

っ
て

い
る

。

学
校

自
己

評
価

に
つ

い
て

の
評

価
の

説
明

及
び

学
校

の
考

え
評

価

項
目

授 業 等 の 状 況

資 質 向 上

感
染

防
止

対
策

の
た

め
、

多
く
の

取
り

組
み

が
自

粛
と

な
っ

た
。

コ
ロ

ナ
対

応
に

向
け

て
、

マ
ス

ク
や

消

毒
液

な
ど

、
提

供
に

協
力

し
て

い
た

だ
く
こ

と
が

で
き

た
。

家 庭 地 域 と の 連 携 状 況

災
害

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

各
教

室
に

掲
示

す
る

こ
と

で
、

迅
速

に
対

応
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

る
。

有
事

（
災

害
を

含
む

）
の

際
の

避
難

経
路

や
避

難
方

法
に

つ
い

て
児

童
に

指
導

を
行

い
、

対
応

で
き

る
体

制
を

と
っ

て
い

る
。

今
年

度
は

水
害

時
の

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

新
た

に
策

定
し

た
。

毎
月

１
０

日
に

安
全

点
検

を
実

施
し

、
児

童
の

安
全

を
配

慮
し

た
学

校
づ

く
り

を
進

め
て

い
る

。
交

通

安
全

教
室

や
避

難
訓

練
を

行
い

、
交

通
安

全
や

災
害

対
策

の
指

導
を

行
っ

て
い

る
。

家 庭 ・ 地 域 と の 連 携

指 導 ・ 管 理 の 状 況

生 徒 指 導

学
期

末
の

成
績

処
理

等
の

時
間

確
保

を
行

っ
て

い
る

。
「
ふ

れ
あ

い
デ

ー
」
に

つ
い

て
は

金
曜

日
に

設

定
し

、
週

休
日

と
連

続
し

て
、

心
身

を
休

め
る

時
間

が
確

保
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

る
。

安 心 ・ 安 全

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
は

、
日

常
の

子
供

た
ち

の
様

子
を

紹
介

し
て

い
る

。
毎

月
の

学
校

便
り

に
お

い
て

も
、

教
育

活
動

の
様

子
を

紹
介

し
て

い
る

。


